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   We conducted an epidemiological study including analyses of background factors of 192 male and 
13 female patients with gonorrheal infection in the Sapporo area and at the same time, investigated the 
therapeutic efficacy of sultamicillin, an ester linked prodrug of ampicillin and  8-Iactamase inhibitor sul-
bactam in the treatment of these patients. 
   The percentage of infections in Sapporo was rather high in the young generation, being as high as 
13.5% in teen-age boys and 30.8% in teen-age girls, which were higher than the 6.1% and 6.3% of 
corresponding roups in Honshu island. The source of infections was so-called special public bath-
house which accounted for about 31.8% of all cases which however, was lower than the 50% in 
Honshu island. By contrast, the percentage of their friends or so-called pick-up friends as a source of 
infection in Sapporo was as high as 46.9% which was significantly higher than the 19.9% in Honshu. 
Juveniles who had nonprostitutes of the other sex as a source of infection are a characteristic of the 
patients in Sapporo. 
   The isolation rate of PPNG was 13.8%. The MIC (106 CFU/ml) of sultamicillin ranged from 
0.05 to 0.39 leg/ml in p-lactamase non-producing strains and from 0.20 to 1.56 ug/ml in p-Iactamase 
producing strains showing no trend of higher MIC against j9-lactamase producing strains. There was 
almost no difference in the efficacy of sultamicillin between a daily dose of 750 mg (2 tablets) 
and 1125 mg (3 tablets) nor in side effects. 
   The eradication rate (efficacy rate) of gonococcus-following a 3-day therapy was 96.2% (38.9% ex-
cellent cure rate) in male patients and 83.3% (8.3%) in female patients. In 31% of the male patients 
who underwent a 7-day therapy, residual serous ecretion was found though some inaccuracy is involved 
in this data since dropouts were not counted. This suggests the need of concurrent herapy with other 
appropriate drugs in consideration of possible mixed infection involving Chalamydia trachomatis or other 
microorganisms.
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そ こで われ わ れ は札 幌 に お け る淋 菌 感染 症 症 例 に つ
い て,疫 学 的 分析 を お こ な い,同 時 に 分離 淋菌 の β・
1actamase産生 株 の頻 度 を 検 索 した.ま た,β 一1acta・
maseinhibitorであ るsulbactam(以下SBT)と
ampicil1量n(以下ABPC)と のester結合 形 で あ る
Sultam三cillinを用 い,そ れ ら β・lactamase産生 株
感 染 例 で の治 療 効果 に つ き臨床 治 験 を お こな った ので
報 告 す る.







































































































































































































男女症例 の年齢別感染源分布 をま とめ た ものが
(Fig・2,3)であるが,これ も今までのわれわれの検
























































































男女症例 の年齢別 感染源分布を ま とめた ものが
(Fig.2,3)であるが,こ れも今までのわれわれの検














































































































































μ91mlと高 値 に な るのに 比 してSultamicillinは0・2
～1.56deg/mlと低 い こ とが 目立 つ.
こ とに108CFU/mlと菌 量 を増 や す とABPCの
PPNGで のMICは12.5～200deg/mlと著 明に 高
くな るがSultamacillinはo.2～3.13deg/ml程度 に
止 ま って β一lactamaseinhibitorの効 果 が よ りあ き























































































































Fig.8.分離 菌 のMIC分 布(接 種 菌 量108CFU/ml)





























































































Table3.治療効果の3日 目と7日 目の比較(男 子131例)























































ときにみ られ ている3日 目よ り7日目のexcellent
のほ うが炎症残像が少 くなっているという所見にはな
らなかった.
分離菌の β・1actamase産生能 の有無に よるSul一
tam量cillin治療 効 果 の差 を 検討 した の がTable4」で
あ る.β ・1actamase産生能Y'かか わ らず 治療 効 果に
差が み られ てい な い.こ れ は 分離 菌 のMICが β一
lactamase産生 能に よっ てほ とん ど差 が な か った と
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Fig.9.Excellent症例 の初 尿(一 部 尿 道 ス ミア)申 白血 球 所 見
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有 効






















































年 疾 患 投 与 量
性
令(基 礎疾患)(mgx回X日)
副 作 用 程 発 薬剤 中止現
との 備 考











中止3日下 痢 軽2有 中止
後消失
投与終了下 痢 中3有 継続
後消失
下 痢 軽i有 中止











のか も知 れ ない.ア メリカではfamilyplanning
programでの一般人のscreeningでさえ成人女子の
2%に淋菌を培養検出している.本邦も自覚症状の少








か も女子では3割 が10代であるということは,性 の自

























































ろうか.現 在,Chlamydiaの流行 も著 しいものと考
えられていることからも,臨床上充分考慮してゆく問







PPNG感染例に も有効性が高 く,か つ副作用も2.8
%程度であることを考えれば,淋 菌感染症治療薬 とし
ての臨床的意義は高いといえよう.
お わ り に
161
札 幌に お け る淋 菌 感 染 症 例192例,女 子13例につ い
て,症 例 の背 景 因 子 分 析 等 の疫 学 的 検 討 を お こな う と
と もにSultamicillin(β']actamaseinhibito「su1-
bactamとABPCと を エス テル結 合 した 薬 剤)を 用
い て の治 療 効果 を 検 討 した.
玉)札幌 での 症 例 は 若年 層 の頻 度 が 高 く,10歳 代 症 例
が 男 子 の13.5%,女子 の30.8%にみ られ,本 州 のそ れ
ぞ れ6.1%,6.3%より高 率 で あ った.
2)感 染 症 は,い わ ゆ る特 殊 浴 場 の 占め る割 合 は 高 く
31.8%に達 した が,本 州 の50%よ り低 か った.
3)そ れ に 反 し札 幌 で は,友 人,pickupfriendの
占 め る率 が 高 く46.9%で,本州 の19.9%よりか な り高
い.札 幌 の症 例 は アマ チ ュア異 性 を感 染 源 とす る若 年
層 が 多 い と い う特 微 が み られ た.
4)分 離 淋 菌 のPPNG分 離 率 は13.8%で あ った.
SultamicillinのMIC(106CFU/m1)はQ-lacta-
mase非産 生株 で0.05～0.39deg/m1,産生 株 で0.20～
1.56deg/・nlに分 布 し てお り,β ・1actamase産生 株 で
と くに 高 いMICに な る傾 向 は なか った,
5)Sultamicillinによ る治療 は1日750mg(2錠)
で も,1,125mg(3錠)で も有 効 率に ほ とん ど差 が な
か った.副 作 用 に も差 が 出 て い な い.
6)3日 間 治療 に よ る 淋菌 消 失 率(有 効 率)は 男 子 で
96.2%(著効 率38.9%),女子 で83.3%(著効 率8.3%)
で あ った.
7)7日 間 治 療 に よ っ て も,不 来 院 例 が 含 まれ な い不
正 確 さ はあ るが,男 子症 例31%に 漿 性 分 泌 物 残 存 が あ
り,Chlamydiaなど の 混 合 感 染 の 可能 性 も 考 慮 した
薬 剤 併 用 の必 要 性 が 示 唆 され た.
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